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調査期間　　 2008 年 1 月 9 日～ 2 月 14 日






土器編年を参照し , これらを表 3-1 に整理した。また，中村（2014）による瀬戸内・近畿の土器編
年との併行関係および近藤玲（2017）による北部九州の土器編年との併行関係を付した。以下では，
表 3-1 の時期区分に従って，遺構・遺物の時期について説明する。
　なお，凸帯文Ⅳ期 2 註１）とⅠ－ 1 様式・古，凸帯文Ⅳ期 3 とⅠ－ 1 様式・新はそれぞれ併行するが，
冗長さを避けるため，以降Ⅰ－ 1 様式・古，Ⅰ－ 1 様式・新，一括する場合はⅠ－ 1 様式と表記する。
図 3-1　調査風景（東から）
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また，凸帯文Ⅰ期～同Ⅳ期 1 を縄文時代晩期後葉，Ⅰ－ 1 様式を縄文時代晩期末／弥生時代前期初頭，
Ⅰ－ 2 様式を弥生時代前期中葉，Ⅰ－ 3・4 様式を弥生時代前期末／中期初頭とよぶものとする。
2．基本層序
　調査区東壁 A-A' と南壁 B-B' の土層断面図（図 3-2）をもとに，基本層序について説明する。周辺









































































































 1  灰黄褐色⎝10YR5/2）シルト質細砂　マンガン含む
 2  灰黄褐色（10YR4/2）シルト質細砂　マンガン含む
 3  にぶい黄褐色（10YR4/3）シルト質細砂　マンガン含む
 4  灰黄褐色（10YR4/2）シルト質細砂　マンガン含む
 5  灰黄色（2.5Y6/2）シルト質極細砂　マンガン含む
 6  灰オリーブ色（5Y6/2）粘質シルト　マンガン・鉄分含む
 7  暗オリーブ灰色（5GY4/1）粘土　鉄分を含む
 8  暗緑灰色（7.5GY3/1）粘土
 9  暗緑灰色（10GY4/1）シルト質極細砂
10  暗緑灰色（10GY4/1）極細砂混じり粘土
11  緑灰色（10G5/1）粘土

























































































いて説明する。1 ～ 5 層は洪水起源砂層と推定され，一括する場合は黄褐色シルト層とよぶ。本層は
既往調査の「黄褐色細砂層」（中村，2000）に相当する。他地点の黄褐色細砂層は弥生時代前期中葉
～前期末／中期初頭（Ⅰ－ 2 ～ 4 様式）の洪水起源砂層と考えられ，その上面からは弥生時代前期末
／中期初頭（Ⅰ－ 3・4 様式）～中世の遺構が検出される。一方，本地点では 2 層上面から縄文時代





では同層からの出土遺物は認められない。10 層以下はグライ化した粘土層が堆積する。なかでも 12 層
は本遺跡一帯で確認され，縄文時代後期末～晩期初頭頃に形成されたと推定される（中村，2010）。
　1 層上面もしくは 2 層上面を第 1 遺構面，6 層上面を第 2 遺構面とし，調査を実施した。なお，第









胎土からみて，弥生時代前期（Ⅰ－ 1 ～ 4 様式）の所産である可能性が高い。
［時期］　6 層は縄文時代晩期後葉頃に形成された土壌化層で，その上に堆積する 1 ～ 5 層は縄文時代
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図 3-3　第 2 遺構面の遺構平面図





























4．第 1.5 遺構面・第 1 遺構面の遺構と遺物
























































SK01・SK01 下層（図 3-7・8・10 ～ 13，図版 4・5）
　SK01 は調査区中央部やや北側の第 1 遺構面（2 層上面）で検出された。平面形は長軸を南北方向
とする楕円形で，北端は隅丸方形に近い形態を呈する。長さ 2.6m，幅 1.0m である。短軸断面はレ
ンズ形で，深さ 0.2m である。埋土は 3 層認められる。いずれもシルトに砂が混ざり，土色は暗灰黄色・
黄褐色である。2 層には炭化物が含まれる。
　第 1 遺構面を掘り下げ中，つまり第 1.5 遺構面（2 ～ 5 層）において，SK01 の真下，約 0.2m か
ら類似した形態をもち，一回り小さい遺構が検出された。これを SK01 下層とした。平面形は SK01
と同様，長軸を南北方向とする楕円形で，長さ 2.3m，幅 0.9m である。短軸断面は逆台形で深さ 0.3m
である。埋土は 5 層認められる。いずれもシルトで砂が混ざり，土色は暗灰黄色・黄褐色・灰黄色・
灰オリーブ色である。3 ～ 5 層には炭化物が含まれる。遺物は 5 層を中心に含まれ，平面的には南東
隅に集中するが，中央にも分布している。なお，2・3 層は U 字形もしくは逆台形を呈しており，後
述するように木棺の痕跡を示す可能性も想定される。3 ～ 5 層に含まれる炭化物も木棺と関係する可
能性がある。
　さて，調査時に認識された SK01 と SK01 下層の両短軸断面（図 3-10）は連続しておらず，SK01
底部の標高は 2.3m，SK01 下層上面の標高は 2.2m であり，0.1m の開きがある。その一方で，両遺
構が平面的にほぼ同じ位置で検出されている点，下位に位置する SK01 下層が一回り小さい点，埋土
の粒度と土色が非常に類似している点は，両者がひとつの遺構であることを示唆する。
［SK01 下層出土遺物］　出土遺物は 2 ～ 13 である。2 は壺頸胴部で，頸胴部境に 1 条以上の削出突
帯を有し，その上端に縁取沈線（深澤，1989，2000）がみられる。3 は壺胴部である。胴部上半に
多条の箆描直線文を有し，その上端と下端の断面にはわずかな段がみられる。これは佐原真（1967）
の削出突帯第Ⅱ種（多条）に相当する可能性があり，その場合は 7 条の削出突帯となる。4 は壺頸胴
部で，胴部最大径のやや上に 2 条の貼付突帯を有し，その直上に箆描直線文 2 条，直下に箆描直線
文 2 条以上が施される。貼付突帯の接合面には，箆描直線文状の沈線が 1 条めぐる。5・6 は壺の底
部とみられる。
　7 は甕である。口縁部は外反し，口唇部下端に刻目を有する。口縁部下に箆描直線文 3 条が施される。
外面には明瞭な刷毛目調整がみられる。8 ～ 10 は甕の底部と考えられる。10 は外面に赤色顔料が塗
布される。11 は器種不明である。縄文時代晩期末／弥生時代前期初頭（Ⅰ－ 1 様式）の三谷遺跡（勝
浦編，1997）から出土した，浅鉢・鉢・高坏の屈曲部は 11 と類似する形態を呈しており，11 もこ
れらの器種の可能性がある。12 は器種不明で，底部または蓋の可能性がある。底部としては非常に
厚手であり，上げ底状を呈する。凸帯文Ⅳ期 1 の名東遺跡（勝浦編，1990），Ⅰ－ 1 様式の三谷遺跡，
Ⅰ－ 2 様式に類似した形態の底部はみられない。Ⅰ－ 4 様式に出現する紀伊型甕（中村，2000）の
44
図 3-8　第 1 遺構面の遺構平面図



















0 4m(1：100) * SK07は平面的に第1.5遺構面（2層中）で検出されたが，南壁の土層断面（図3-2）において，
   上端が第1遺構面（2層上面）であることが確認される。 
図 3-7　第 1.5 遺構面の遺構平面図
94138
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弥生時代のⅠ－ 1・2 様式にみられる。壺 3 の頸胴部境の削出突帯第Ⅱ種（多条）は，事例が少なく
時期的指標となっていないが，同（少条）に比べ後出する（佐原，1967）と考えれば，Ⅰ－ 2・3 様
式に比定されようか。壺 4 の刻目を有する 2 条貼付突帯は貼付 b 種（中村，2000）に相当しⅠ－ 3・
4 の特徴とされる。甕 7 の箆描直線文 3 条はⅠ－ 1 ～ 4 様式を通じてみられ，時期は特定できない。
以上を整理すると，出土遺物は弥生時代のⅠ－ 2・3 様式を中心とし，Ⅰ－ 1 ～ 4 様式の時期幅が想
定される。
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2 SK01 下層 弥生土器・壺 － － －





外傾 － － －
3 SK01 下層 弥生土器・壺 － － －
7 条削出突帯 ( 箆描直線





－ － － スス付着






外傾 － － －
5 SK01 下層 弥生土器・壺？ － 7.7 － － ナデ，ミガキ／ナデ 5YR7/8 橙／
5YR7/6 橙
外傾 20.0 － －





外傾 27.5 50.0 －







－ － － スス付着





外傾 － － －





外傾 21.5 － －
10 SK01 下層 弥生土器・甕？ － （9.8） － 赤色顔料 刷毛目，ナデ／ナデ
2.5YR6/6 橙／
10YR7/2 にぶい黄橙
外傾 － － －
11 SK01 下層
弥 生 土 器・ 高
坏 / 浅鉢？







弥 生 土 器・ 器
種不明










　壺 14，甕 15 の削出突帯第Ⅰ・Ⅱ種は，弥生時代のⅠ－ 1・2 様式に確認される（中村，2000）。
（時期）　SK01 は 2 層上面，SK01 下層は 2 ～ 5 層で検出されている。2 ～ 5 層は縄文時代晩期末／
弥生時代前期初頭（Ⅰ－ 1 様式）頃に形成されており，両遺構の形成はそれ以降と考えられる。出土
土器は，SK01 下層はⅠ－ 2・3 様式を中心にⅠ－ 1 ～ 4 様式の時期幅をもち，SK01 はⅠ－ 1・2 様





















16 SK01 打製石庖丁？ （2.6） （4.4） （0.8） 11.39 塩基性片岩
















14 SK01 弥生土器・壺 － － － 1 条以上削出突帯 ミガキ／ナデ
10YR6/3 にぶい黄橙／
10YR6/3 にぶい黄橙
外傾 － 29.0 
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SK02・SK02 下層（図 3-7・8・14 ～ 17，図版 5 ～ 7）
　SK02 は調査区中央部の第 1 遺構面（2 層上面）で検出された。平面形は円形で直径 1.6m である。
さらに，第 1 遺構面の掘り下げ中の第 1.5 遺構面（2 ～ 5 層）において，SK02 に重複しつつやや東
にずれた位置から遺構が検出され，これを SK02 下層とした。平面形は，長軸を東西方向とする隅
丸方形もしくは楕円形で，長さ 2.2m 以上，幅 1.4m である。短軸断面は碗形で，深さ 0.4m である。
埋土は 6 層認められる。いずれもシルトで砂が混ざり，土色は暗灰黄色・黄褐色・灰オリーブ色である。
土器は 3 層を中心に含まれ，平面的には北東部に集中する。4 層には炭化物が多量に含まれている。
なお，SK02 は基盤層（2 ～ 5 層）と遺構埋土が類似し，平面的に明確な遺構の輪郭を検出するのが
困難であった。そのため，SK02 と SK02 下層が，同一または別の遺構であるのかは不明である。
　後述するように，少なくとも SK02 下層は土壙墓または配石墓の可能性がある。遺構南東隅の 3 層
付近，つまり遺構底部からやや浮いた位置で，長さ 0.3m，幅 0.2m ほどの塩基性片岩 1 点が検出さ
れている。これが配石にあたる可能性がある。さらに，土層断面において明確な木棺の輪郭を確認で
きるわけではないが，4 層に含まれる多量の炭化物とその平面的な広がりは木棺の存在が示唆される。
また，完形に近い土器が遺構北東部に集中している。これらは炭化物が集中する 4 層直上で 3 層に
沿うように断面 U 字状に広がっている。本来，木棺の上または外に置かれた土器が，木棺の腐敗に
より生じた空隙部分に落ち込んだまたは流れ込んだ状況が推定される。
［SK02 下層出土遺物］　出土遺物は 18 ～ 37 である。18 は壺口頸部で，口縁部下に段を有する。19





















　27 は壺頸胴部である。頸胴部境に段を有し，直下に箆描直線文 2 条が施されている点から，22 と
同様，段第Ⅱ種に相当する。また，段には縁取沈線がみられる。箆描直線文が頸部に 2 条以上，胴部






































第 3 章　第 22 次調査（西病棟新営その他電気設備地点） 51

























18 SK02 下層 弥生土器・壺 （15.8） － － 段（口縁部下） ナデ／ナデ，ミガキ
10YR7/2 にぶい黄橙／
10YR7/3 にぶい黄橙
－ － － －
19 SK02 下層 弥生土器・壺？ － 7.3 － － 刷毛目／ナデ
10YR7/2 にぶい黄橙／
10YR7/3 にぶい黄橙
－ － － －
20 SK02 下層 弥生土器・壺 － － － 段（口縁部下） ナデ／ナデ
10YR7/3 にぶい黄橙／
7.5YR6/3 にぶい褐
－ － － －






－ － － －
22 SK02 下層 弥生土器・壺 （16.4） － －
箆描直線文 4 条，段 + 縁取







ミガキ調 整 → 施
文，覆い型野焼き





－ － － －
24 SK02 下層 弥生土器・壺 － 7.5 － － 不明／ナデ
10YR7/3 にぶい黄橙／
2.5Y4/1 黄灰
外傾 21.5 43.0 覆い型野焼き
25 SK02 下層 弥生土器・壺？ （8.6） － － － ミガキ／不明
5YR6/6 橙／
2.5Y7/3 浅黄
外傾 － － －
(　) 復元値
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26-1 SK02 下層 弥生土器・壺 － － － 段（頸胴境）+ 縁取沈線、沈線による幾何学文 ナデ，ミガキ／ナデ
5YR6/6 橙／
7.5YR6/4 にぶい橙 外傾 － 49.0 
ミ ガ キ 調 整 →
施文
26-2 SK02 下層 弥生土器・壺 － － － 段（頸胴境）?，沈線による幾何学文 ナデ，ミガキ／ナデ
5YR6/6 橙／
7.5YR6/4 にぶい橙 － － －
ミ ガ キ 調 整 →
施文
27 SK02 下層 弥生土器・壺 － － －
箆描直線文 2 条以上，段 +
縁取沈線+箆描直線文2条，
沈線による流水文，箆描直




10YR6/4 にぶい黄橙 外傾 26.5 －
ミ ガ キ 調 整 →
施文
第 2 節　調査の記録
第 3 章　第 22 次調査（西病棟新営その他電気設備地点） 53


























28 SK02 下層 弥生土器・甕 26.0 － － 口唇部刻目 ナデ，ユビオサエ，ミガキ／ナデ，板ナデ
7.5YR6/4 にぶい橙／
10YR7/2 にぶい黄橙 外傾 25.0 48.0 
ス ス 付 着， 覆
い型野焼き
29 SK02 下層 弥生土器・甕 （21.6） － － 口唇部刻目 ナデ／ナデ，板ナデ 7.5YR6/4 にぶい橙／7.5YR6/4 にぶい橙 外傾 25.0 57.5 －
30 SK02 下層 弥生土器・甕？ － － － 箆描直線文 1 条以上 ナデ／ナデ 7.5YR7/6 橙／7.5YR7/4 にぶい橙 － － － －
31 SK02 下層 弥生土器・甕 － － － 刻目段，赤色顔料 ナデ／ナデ 7.5YR7/6 橙／10YR7/2 にぶい黄橙 － － － －
32 SK02 下層 弥生土器・鉢？（15.1） － － － ナデ／ナデ 10YR7/3 にぶい黄橙／7.5YR6/4 にぶい橙 － － － －
33 SK02 下層 弥生土器・鉢 （11.6） － － － ミガキ／ナデ，ユビオサエ
10YR5/3 にぶい黄褐／
10YR7/3 にぶい黄橙 － － － －
34 SK02 下層 弥生土器・鉢 （21.0） － － 箆描直線文 2 条 ナデ，ミガキ／ナデ，ミガキ
7.5YR6/4 にぶい橙／
10YR6/3 にぶい黄橙 － － － －
35 SK02 下層 弥生土器・鉢？ － － － 箆描直線文 2 条以上 ミガキ／ナデ 7.5YR6/4 にぶい橙／7.5YR6/4 にぶい橙 － － － －
36 SK02 下層 弥 生 土 器・ 器種不明 － － － － ナデ／ナデ
10YR6/3 にぶい黄橙／
10YR6/2 灰黄褐 － － － －













面取りされる。刻目はみられない。口縁部下に 1 条以上の箆描直線文が施される。31 は甕と推定さ
れる。頸胴部境に段を有し，そこに刻目が施されている。これは深澤芳樹（2000）の刻目段に相当する。
屈曲部以下に赤色顔料が塗布される。
　32 ～ 35 は鉢と考えられる。32・34・35 の口縁部は直立またはわずかに内湾しているのに対し，
33 の口縁部はわずかに外反し外に開く。34・35 は口縁部下に細い箆描直線文が施され，その条数は





－ 1 様式にみられる属性である（中村，2000）。甕は箆描直線文をもたないものが 2 点（28・29）と，
1 条以上のものが 1 点（30）出土している。甕に箆描直線文が 4 条以上施されるものが含まれていな
い点はⅠ－ 1 様式の特徴といえる（中村，2000）。
　31 は刻目段をもち，甕と推定される。深澤（2000）は，刻目段→直線紋（文）刻目段→両直線紋（文）
間刻目の順での型式変化を想定した。直線文刻目段は板付Ⅱ a 式中頃～Ⅱ b 式前半に併行し，徳島で
は弥生時代のⅠ－ 1・2 様式頃に相当（近藤玲，2017）する。刻目段はこれより一段階古く，徳島で
はⅠ－ 1 様式に位置づけられる庄・蔵本遺跡第 10 次調査の溝 1（北條編，1998）や，Ⅰ－ 1 様式の
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陽刻表現の横型流水文の出現は、当時の深澤（1989）の想定より古くなり，Ⅰ－ 1 様式に遡ること
が明らかとなった。
［時期］　SK02 は 2 層上面、SK02 下層は 2 ～ 5 層で検出されており，上述のように両遺構の形成は
縄文時代晩期末／弥生時代前期初頭（Ⅰ－ 1 様式）以降と考えられる。SK02 下層の出土土器はⅠ－
1 様式頃にまとまる。また，完形に近いものや大型の破片が含まれ，遺構に伴う遺物であろう。よって，
少なくとも SK02 下層は，Ⅰ－ 1 様式頃に位置づけられる可能性が高いといえる。
SK03（図 3-8・18・19，図版 7）
　調査区中央部南隅の第 1 遺構面（2 層上面）で，遺構の北端が検出された。調査区外に遺構が続い
ており，平面の全形は不明であるが，検出された部分は半円形を呈する。残存部の長さ 1.7m，幅 0.8m
である。断面は碗形で中央部がやや窪み，深さ 0.5m である。埋土は 3 層認められる。いずれもシル
トで砂が混ざり，土色は灰黄褐色・にぶい黄褐色・暗灰黄色で，炭化物を含む。2 層を中心に土器が
出土している。
［出土遺物］　38 ～ 46 は刻目突帯文土器の深鉢と考えられる。口唇部刻目は，施されないもの（38・
39），口唇部全面に施されるもの（40 ～ 42），口唇部下端に施されるもの（43）の 3 者がある。43
の口唇部と口縁部下の突帯文上の刻目は，上下一度に施されたものと考えられる。口縁部の突帯文は，





みられない。43 は外面の口縁部下に縦方向の沈線が 3 条施されており，これらは文様と考えられる。
同様の事例は，縄文時代晩期末／弥生時代前期初頭（Ⅰ－ 1 様式）に位置づけられる三谷遺跡の自然



































































－ － － 刻目突帯文 ナデ／ナデ
5YR5/4 にぶい赤褐／
2.5YR5/6 明赤褐




－ － － 無刻目？突帯文 ケズリ，ナデ／ナデ
5YR5/3 にぶい赤褐／
7.5YR5/3 にぶい褐










































－ － － －
44 SK03 縄文 / 弥生土器・
深鉢
－ － － 刻目突帯文（胴部） ナデ／ナデ
7.5YR5/2 灰褐／
7.5YR5/3 にぶい褐
内傾？ － － －
45 Sk03 縄文 / 弥生土器・
深鉢
－ － － 刻目突帯文（胴部） ケズリ，ナデ／ナデ
10YR5/2 灰黄褐／
2.5Y5/1 黄灰













－ － － － ケズリ，ナデ／ナデ
10YR4/2 灰黄褐／
10YR4/1 褐灰
内傾？ 0.9 － －
48 SK03 弥生土器・甕？ － － － 口唇部刻目 ナデ／ナデ
7.5YR6/4 に ぶ い 橙 ／
7.5YR6/6 橙
－ － － スス付着
(　) 復元値
第 2 節　調査の記録






1 様式）以降と考えられる。埋土出土土器の時期はⅠ－ 1 様式にまとまる。以上から，本遺構の時期
はⅠ－ 1 様式に位置づけられる。
SK05（図 3-7・20）
　調査区北東部の第 1.5 遺構面（2 ～ 5 層）において検出された。平面形は，長軸を南北方向とする




［時期］　本遺構は 2 ～ 5 層で検出されており，その形成は縄文時代晩期末／弥生時代前期初頭（Ⅰ－
1 様式）以降と考えられる。また，後述する古墳時代中期～平安時代と推定される SD02 より下層に
形成されている点から，縄文時代晩期末／弥生時代前期初頭（Ⅰ－ 1 様式）～平安時代の時期幅が想
定される。さらに，埋土から出土した土器は小片しかないが，弥生時代前期の可能性が高い。加えて，


















　調査区中央部南隅の第 1.5 遺構面（2 層中）で，遺構の北端が検出された。南壁の土層断面において，
上端が 2 層上面であることが確認される（図 3-2）。調査区外に遺構が続いており，平面の全形は不
明であるが，検出された部分は半円形を呈する。残存部の長さ 0.7m，幅 0.2m である。断面はレン
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底部である。50・51 には幅広粘土帯－外傾による粘土の積み上げ方法が確認される。
　以上の土器の時期について検討する。甕の口唇部下端の刻目（50）は縄文時代晩期末／弥生時代
前期初頭（Ⅰ－ 1 様式）の特徴とされる。また，甕の胴部上半が無文であるもの（49）はⅠ－ 1 ～ 4




頭（Ⅰ－ 1 様式）以降と考えられる。また，後述する古墳時代中期～近世・近代の SK04 に切られて
いる点から，縄文時代晩期末／弥生時代前期初頭（Ⅰ－ 1 様式）～近世・近代の時期幅が想定される。
これに加え，出土遺物が弥生時代のⅠ－ 1 ～ 4 様式の時期幅におさまる点と，埋土が SK01 ～ 03・
05 と類似する点から，本遺構は弥生時代前期に位置づけられる可能性が高いといえる。
SX02（図 3-2）
　調査区東壁の 2 層上面で検出され，1 層に被覆されている。平面的には検出されておらず，遺構で
あるかは不明である。残存部の長さ 0.4m である。断面は碗形で，深さ 0.1m である。埋土は 1 層認
められる。シルトで土色は褐灰色である。埋土に遺物は含まれない。東壁断面において，後述する時
期不明の SX01 より下層に形成されていることがわかる。




　調査区東側の第 1 遺構面（1 層上面もしくは 2 層上面）で検出された。北側と南側で離れて検出され，
その間は撹乱により残存していないが，幅・深さ・埋土や平面的な角度からみて一連の溝である可能
性が高い。南北方向にのび，撹乱部分を含めると残存部の長さ 5.9m，幅 0.5m である。埋土は 1 層
認められ，粘性をもつシルトで土色は暗オリーブ褐色である。土器が出土している。SD01 と SK04
に切られ，SK05 よりも上に形成される。




る粘土の積み上げ方法が採用されている点から，弥生時代のⅠ－ 1 ～ 4 様式の時期幅が想定される。










































































外傾 － 58.5 
第 2 節　調査の記録




弥生時代前期の SK01 ～ 03・05・07 のものとは異質である。この点は本遺構が弥生時代前期とは異
なる時期の所産であることを示唆する。
SK04（図 3-8・25）
　調査区中央部南隅の第 1 遺構面（2 層上面）で検出された。平面形は楕円形で，長径 0.5m，短径 0.3m
である。埋土は 1 層認められる。シルトで砂が混じり，土色はオリーブ褐色である。弥生土器もしく
は土師器とみられる小片が含まれるが，図化できるものはなく時期は不明である。SD02 と SK07 を
切る。
［時期］　本遺構は 2 層上面で検出されている点から，その形成は縄文時代晩期末／弥生時代前期初
頭（Ⅰ－ 1 様式）以降と考えられる。弥生時代前期の SK07 と古墳時代中期～平安時代と推定される
SD02 を切っている。遺構の切り合い関係から，古墳時代中期～近世・近代のいずれかの時期に所属
するものと推定される。なお，埋土は弥生時代前期の SK01 ～ 03 と類似しているが，上述の遺構の














































　調査区東南隅の第 1 遺構面（1 層上面）で検出された。遺構の全形は不明であるが，残存部は南北




（Ⅰ－ 1 様式）以降と考えられる。また、埋土は弥生時代前期の SK01 ～ 03 のものとは異なる。これ
は本遺構がこれらと異なる時期の所産であることを示唆するが，具体的な時期は不明である。
SD01（図 3-8・27，図版 8）
　調査区北隅の第 1 遺構面（1 層上面もしくは 2 層上面）で，その南半部が検出されている。東西方


























55 SD01 縄 文 / 弥 生 土
器・深鉢？



























57 SD01 陶器 瓶 大谷焼 － － － ロクロ － 鉄釉（外面）






58 SD01 陶器 碗
瀬戸・
美濃系











59 SD01 磁器 水注？ 関西系 － （7.8） － ロクロ －
青磁釉
（畳付除く）
－ － 不明 －
(　) 復元値
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－ 1 様式）に位置づけられる。瓦質土器羽釜 56 の時期を特定することは難しい。近世のものであろ
うか。大谷焼 57 は 19 世紀代とみられる（日下，2002）。瀬戸・美濃系陶器 58 の時期は不明であるが，
太白手であれば製作年代は 18 世紀後葉～ 19 世紀前葉となる（長佐古，1991）。図化した遺物以外に
は，弥生土器，土師器，陶磁器の小片が含まれる。







れる黄褐色シルト層（1 ～ 5 層）を中心に，その直上の弥生時代前期末／中期初頭（Ⅰ－ 3・4 様式）
～中世の土壌化層と考えられる黒褐色シルト層にかけてより，遺物が出土している。
（1）黄褐色シルト層出土遺物（図 3-28・29，図版 8・9）
　61・63 ～ 67・71 ～ 73・77 は一か所からまとまって検出され，調査時には土器溜まりとして取り
上げられた。ただし，これらの周囲に遺構は検出されておらず，ここでは包含層出土遺物として報告
した。
　60 ～ 64 は壺胴頸部とみられる。60 の上下は不明で、箆描直線文 3 条を施文した後，その下もし
くは上に重弧文が施される。また，外面には赤色顔料が塗布される。61 は箆描直線文 5 条を有する。
62 は箆描直線文を有し，胴部上半に 3 条以上，胴部最大径に 2 条が施される。63 は壺頸部とみられ，
貼付突帯の接合面が観察される。接合面には箆描直線文状の沈線が 2 条みられる。64 は壺頸部付近
に付された，刻目を有する 2 条の貼付突帯と推定される。
　65 ～ 68 は甕である。65・66 は外反する口縁をもち口唇部全面に刻目を有する。ともに口縁部下

















































































弥生土器・壺？ － － － 2 条貼付突帯 ナデ／不明
10YR6/3 にぶい黄橙／
7.5YR7/4 にぶい橙



























弥生土器・甕 － （8.0） － 箆描直線文 3 条以上 刷毛目，ナデ／ナデ
7.5YR4/3 褐／
7.5YR5/4 にぶい褐




弥生土器・甕？ － － － 口唇部刻目 刷毛目，ナデ／ナデ
7.5YR6/4 にぶい橙／
7.5YR6/4 にぶい橙


















－ － － 刻目突帯文（胴部） ナデ／ナデ
5YR6/4 にぶい橙／
5YR5/4 にぶい赤褐
外傾？ － － －
(　) 復元値
第 2 節　調査の記録
































弥生土器・壺？ － （11.5） － － ナデ，ミガキ／不明
7.5YR6/3 にぶい褐／
10YR7/3 にぶい黄橙











































弥生土器・甕？ － （7.4） － － 板ナデ，ナデ／ナデ
5YR7/6 橙／
10YR7/4 にぶい黄橙







































－ － － 刻目突帯文（口縁部下） ナデ／不明
5YR6/6 橙／
2.5Y7/4 浅黄







－ － － 刻目突帯文（口縁部下） ナデ／ナデ
7.5YR6/4 にぶい橙／
5YR6/6 橙






























弥生土器・甕？ － － － 口唇部刻目 ナデ／ナデ
7.5YR6/4 にぶい橙／
5YR7/4 にぶい橙
















弥生土器・甕 － － － 箆描直線文 1 条以上 ナデ／ナデ
7.5YR6/6 橙／
7.5YR6/6 橙




















－ （6.5） － － 不明／不明
10YR6/6 明黄褐／
10YR6/2 灰黄褐
内傾 21.0 － －
(　) 復元値
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　71 ～ 74 は壺の底部，75・76 は甕の底部と推定される。
　77 は砂岩製の敲石である。敲打痕が全体にみられるが，平面中央部と側面に敲打痕が集中し，弱
く窪む部分がある。
　上記の土器の時期を以下に検討する。壺 60 の重弧文は弥生時代のⅠ－ 1・2 様式，65 の刻目をも
つ 2 条貼付突帯（貼付突帯 b 種）はⅠ－ 3・4 様式，甕 65・66 の口縁部下の箆描直線文 4 条はⅠ－















　82 ～ 84 は甕である。82 の口縁部は外反し，口唇部下端に刻目が施される。83 の口縁部は強く外
反し，口唇部に刻目を有する。口縁部下には箆描直線文 3 条が施される。84 は胴部で，口縁部下に
箆描直線文 1 条以上を有する。85 は鉢または甕である。口縁部は外反し，口唇部下端に刻目が施さ
れる。口縁部下に箆描直線文 5 条を有する。外面に赤色顔料が塗布される。86 は底部である。
　上記の土器の時期について検討する。刻目突帯文をもつ深鉢 78・79 は縄文時代晩期末／弥生時代
前期初頭（Ⅰ－ 1 様式）に位置づけられる。深鉢 81 はⅠ－ 1 様式以前と考えられ，縄文時代晩期に
遡る可能性もある。甕 82 の口唇部下端の刻目はⅠ－ 1 様式の特徴とされる（中村，2000）。甕 83 の
口縁部下の箆描直線文 3 条はⅠ－ 1 ～ 4 様式に継続してみられる。甕 85 の口唇部下端の刻目はⅠ－
1 様式，口縁部下の 4 条以上の箆描直線文はⅠ－ 2 ～ 4 様式の特徴とされ（中村，2000），両者の特





時代前期（Ⅰ－ 1 ～ 4 様式）に位置づけられる可能性が高いものは，SD03，SK01・SK01 下層，
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理した。
　本地点で検出された遺構の性格を検討するために，庄・蔵本遺跡第 6 次調査（北條編，1998）で
検出された墓群との比較を行う。後者は時期的にはⅠ－ 1 様式を中心とし，遅くともⅠ－ 2 様式まで
におさまる。墓は少なくとも 22 基が検出されており，石棺墓 2 基，配石（木棺）墓 13 基，土壙墓（木
棺墓）6 基，甕（土器）棺墓 1 基で構成される。長軸を東西方向とするものが多数を占め，東西方向
に列状に並んで築造されている。本地点の SK01・SK01 下層，SK02・SK02 下層，SK05 は，第 6 次
調査の土壙墓や配石墓と平面形・断面形・サイズ等が類似している。加えて，Ⅰ－ 1 様式の SK02・
SK02 下層も第 6 次調査の墓と同様，長軸が東西方向である。これに対し，やや時期が下るⅠ－ 2 ～






下層では，南東隅の底部からやや浮いた位置に，長さ 0.3m，幅 0.2m ほどの塩基性片岩 1 点が認め
られる。第 6 次調査の配石墓では配石数が 1 ～ 7 程度の幅があり，配石のサイズは SK02 下層と同
程度のものもみられる。また，配石墓・石棺墓ともに石材はすべて塩基性片岩である点（北條編，
1998）が共通する。つまり，SK02・SK02 下層は配石墓の可能性がある。加えて，断面に明確な木
棺の輪郭は確認できないが，U 字形を呈する 4 層には多量の炭化物が含まれ，平面的には楕円形に
広がっている。この点は，刳り抜き木棺の存在を暗示する。土器は遺構北東部に集中し，4 層直上の
3 層から出土している。木棺が存在したと仮定すれば，木棺の腐食によって棺外から土器が流れ込ん
だ状況が想定される。SK01 下層に配石は認められないが，底部から 0.1m ほど上に U 字形もしくは
逆台形を呈する部分が認められ，埋土各層には炭化物が含まれている。これが刳り抜き木棺の痕跡で
あれば木棺墓，木棺がない場合は土壙墓の可能性があろう。
　つぎに両地点の出土遺物について検討する。第 6 次調査で遺物が伴うものは，土壙墓 6 基中 3 基，
配石墓 13 基中 6 基，石棺墓 2 基中 1 基で，いずれも半数程度である。このうち石製品は，土壙墓 3
で管玉 11 点・サヌカイト製石鏃 8 点，配石墓 4 で管玉 1 点，配石墓 5 で管玉 5 点が出土している
が，これらを伴わない墓の方が多数である。本地点では管玉やサヌカイト製石鏃を伴うものはないが，
SK01・SK01 下層で，サヌカイト製粗製剥片石器や石庖丁の可能性がある石器が出土している。
　出土土器の数量と内容について比較する。第 6 次調査では，土壙墓 2 で壺 1 点（細片）・底部片（甕？）
1 点，土壙墓 5 で鉢 1 点（残存率 8 割程度），配石墓 1 で高坏？ 1 点（残存率 6 割程度），配石墓 2
で壺 3 点・底部 1 点（破片～残存率 8 割程度），配石墓 7 で壺 1 点（細片），配石墓 10 で壺 1 点（破
片）・底部片 1 点，石棺墓 2 で甕 1 点（ほぼ完形）である。土壙墓，配石墓，石棺墓で土器を伴って
おり，器種は壺・甕・鉢などが存在し，特定器種に限られない。残存度は完形に近いものから細片ま
で含まれ，1 遺構からの出土数は 1 ～ 4 点程度である。本地点の SK01・SK01 下層では大型の破片
から細片を含む壺・甕などの土器が少なくとも 14 点が出土している。SK02 下層では完形に近いも
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のから細片を含む壺・甕・鉢などの土器が少なくとも 20 点が出土している。土器は特定器種に限ら
れず，完形から細片までを含む点は第 6 次調査と共通している。ただし，第 6 次調査では土器の数
















④弥生時代前期の SK01・SK01 下層，SK02・SK02 下層，SK05 について，形態・サイズ，長軸方向，
埋土の堆積状況，出土遺物の検討を通じ，土壙墓（木棺墓）や配石（木棺）墓である可能性を指摘した。
⑤縄文時代晩期末／弥生時代前期初頭（Ⅰ－ 1 様式）の SK02・SK02 下層と，ほぼ同時期の第 6
次調査地点の墓群は，長軸が東西方向であった。これに対し，やや時期が下るⅠ－ 2・3 様式頃の
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